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に成功することじたいが，比類なく重大な問題であったのと同様
に，数年にわたるほぼ完全な沈黙の期間を抱えるこの詩人において，語ること
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がある．言葉
が何かを捉えようとすると，必ずしも言葉に親和しない何かに
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，出来事に出会う
4 4 4 4 4 4 4
．
言葉と必ずしも親和しない思考
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理由は，何よりもまずそこに
ある．哲学によく通じている読者にとっては，その思考は論証を欠き
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，唐突で異様
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に映る．哲学の門外漢の繊細な読者にとっては実に魅力的な主張が含まれているが，
まるで未知の外国語で書いてあるよう
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や理論的なものの力
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をめぐって賭けられているのは，歴史全般の可能性
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．預言者や易者のよ
うに歴史を語るのではなく，むしろ歴史に詩的な断絶をもたらすこと
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のような何かではないだろうか．
堀千晶｜ほりちあき｜早稲田大学文学学術院非常勤講師｜現代フランス文学・思想
